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１ 意見交換会の概要 

 

◆意見交換会開催の経緯  

武蔵野市議会では、平成23（2011）年度より議会基本条例の検討に取り組み、平成30(2018)年度に条例

素案及び逐条解説を取りまとめました。翌年に開催した市民との意見交換会や素案に対するパブリックコメ

ントへの御意見を踏まえ、令和２年第１回定例会にて議会基本条例を可決し、令和２（2020）年４月１日よ

り施行となりました。  

本条例の第９条には、「市民との意見交換」の規定も盛り込まれていることから、令和４（2022）年11

月27日に第１回目の「市民と議会との意見交換会」を実施し、このたび第２回目を実施する運びとなりまし

た。 

 

◆議会運営委員会委員（８名） 

 川名 ゆうじ（委員長） 木﨑 剛（副委員長） 

 大野 あつ子（当日欠席）、深田 貴美子、宮代 一利、橋本 しげき、山本 ひとみ、西園寺 みきこ 

 

◆運営に参加した議員 

 落合 勝利（議長） 与座 武（副議長） 

 道場 ひでのり、きくち 由美子、東山 あきお、本多 夏帆、小林 まさよし、浜田 けい子、菅 源太郎、 

さこう もみ、藪原 太郎、蔵野 恵美子、山崎 たかし、三島 杉子（当日欠席）、本間 まさよ、 

下田 ひろき、深沢 達也 

 

◆日時 令和６（2024）年11月23日（祝・土曜日）13:30～15:45（13:30～15:30予定） 

 

◆場所 武蔵野市役所８階 811会議室 

 

◆当日の様子 

 参加者 31名（オンライン参加者含む） 

 市議会議員 23名、事務局 ２名 

 

 

会場の様子               川名委員長による説明 
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◆当日の流れ 

 開会 （司会）木﨑副委員長  

 議長挨拶 落合議長 

 説明 川名委員長 

 意見交換（テーブルディスカッション及び発表） 

 休憩 

 グループ担当議員からの回答、質疑応答 

 副議長挨拶 与座副議長 

 閉会 

 

◆オンライン参加の併用 

オンライン（ZOOM）を併用して実施 

 事前申込制 案内チラシ、市議会だより、市報を

通じて広報 

 

 参加者５名 （事前申込み６名） 

 

◆手話通訳対応 

 手話を必要とされる方に対し、会場及び 

オンラインの手話通訳対応を行う 

 事前申込制 案内チラシ、市議会だより、 

 市報を通じて広報                    オンライン参加の様子 

 

 利用者 会場、オンラインともになし 

 

◆キッズスペースの設置 

 お子様連れの参加者対応として、キッズスペースを用意 

 利用者 １名 

 

◆広報 

 市議会だより、市議会ホームページで開催案内を実施 

 案内チラシ・ポスターを作成し、各コミュニティセンターに配布 
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２ これまでの取組 

 

  意見交換会の冒頭に、川名委員長から、議会基本条例や議会改革に関する武蔵野市議会のこれまでの取

組を報告しました。主な報告内容は以下のとおりです。 

 

 Ⅰ 意見交換会とは 

   

  ① 議会改革の検討状況等について、これまでの取組を報告し、市民の皆さんと意見交換を行い、さら

に改革を進めるため、開催するものです。 

 

  ② 議会基本条例は、平成23（2011）年度から検討に取り組み、平成30（2018）年度に条例素案及び逐

条解説を取りまとめた後、令和元（2019）年度に市民との意見交換会やパブリックコメントの聴取を

経て、令和２（2020）年４月１日に施行されました。 

 

  ③ 議会基本条例施行後、第１回目の意見交換会は、議会基本条例と議会改革をテーマとし、令和４

（2022）年11月27日に実施しました。 

 

 Ⅱ 議会基本条例について 

 

  ① 「会議等の公開」（第４条） 

    この条項は、議会における会議を原則公開としたものです。議会における議論を公開することに

よって、意思決定のプロセスを市民に理解しやすくすることを目的としています。また議論の過程を

わかりやすくするため、傍聴者に対する環境整備に努めることも規定しました。 

 

  ② 「市民との意見交換」（第９条） 

    この条項は、市民の声を政策に反映することを目的として規定しました。 

    これまで常任委員会などにおいて、市民との意見交換を随時行い、議会活動の糧としてきましたが、

改めて明文化したものです。 

    当初は他議会で行われている「議会報告会」として議論を進めてきましたが、一方通行の報告とな

らないようにするため、意見交換会として実施することを定めました。 

 

   ★前回以降の取組 

    意見交換会を定期的に開催することとしました。 

 

  ③ 「請願及び陳情における提出者の意見聴取」（第10条） 

    請願・陳情とは 、市政などについて、直接市議会に要望する制度です。 

    請願は法に基づく一定の手続が必要ですが、陳情は法によらず、簡素化した手続のみで行うことが

できます。 

    本市議会では、いずれも大事な意見・提案として受け止め、審議に努めてきましたが、改めて、市

民からの請願・陳情の位置付けを明確化し、また提案者の意図を正しく把握するための意見交換の場

を確保することを規定したものです。 

 

  ④ 「広報広聴の充実」（第18条） 

    「広報」は、議会の活動を幅広く市民に知っていただくため重要な活動です。 

    また「広聴」は、議会活動が市民に伝わっているのか、議会の意思決定が住民福祉の充実に寄与し

ているのかなど、議会活動の向上に必要な活動です。 

    日々進歩を続ける情報発信ツールを活用しながら、広報広聴活動の充実に努めていく原則を定めて

います。 
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   ★前回以降の取組 

    (1) 市議会だよりのリニューアルを、令和７年度に実施します。 

    (2) 広聴の取組として、子ども議会を令和６年８月に実施しました。 

    (3) 一般質問の動画作成について検討し、課題を精査しています。 

 

  ⑤ 「政務活動費」（第22条） 

    全国的に政務活動費の不正使用が指摘をされる中、使途を明確にし、かつ不適切な使用を行わない

ことを規定しました。 

    具体的な基準等については別途定めています。 

 

 Ⅲ 議会改革について 

 

  ① インターネット中継 

    従来のインターネット中継は、本会議・予算特別委員会・決算特別委員会に限られていましたが、

新型コロナウイルス感染症により傍聴の制限が実施されたため、４常任委員会及び外環道路特別委員

会のインターネット中継を実施することとなりました。 

 

  ② 傍聴者のスマホ・タブレットの使用 

    傍聴者による電子機器の使用は、従来認められていませんでしたが、昨今の電子機器の利用普及を

鑑み、会議に支障を来さない限りにおいて認めることとしました。 

 

  ③ 傍聴者への資料・アンケート配付 

    議論の内容をより理解しやすくするため、傍聴者への資料提供を協議しましたが、現状でも一定の

資料提供が実施されているため、継続協議となりました。なお、武蔵野市議会のホームページで、議

案説明資料及び行政報告資料を、令和５年第４回定例会分から公開しています。 

    また、傍聴者より会議後の感想や意見をいただくアンケートの実施を協議しましたが、継続協議と

なりました。 

 

  ④ 災害時対応 

    「議会危機管理フロー」を見直して、参集を前提とせず、オンライン活用を組み込んだ対応フロー

とするほか、議会ＢＣＰの策定に向けて、協議を行いました。 

 

   ★前回以降の取組 

「武蔵野市議会業務継続計画（議会ＢＣＰ）」及び「武蔵野市議会業務計画の手引き」を令和６年５

月に決定し、市議会ホームページで公開しました。 

 

  ⑤ 議員間討議 

    議論のプロセスをよりわかりやすくする、透明性を高めることを目的に、最終的な意思決定の前に

議員間での議論を行うことができる仕組みを整理しました。 

 

  ⑥ 議会基本条例の見直し手続 

    （検証方法／外部評価） 

    議会内での検証だけでなく、市民等からの意見や評価も参考に見直しすることや、時期などについ

て継続して協議を進めることとしています。 
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 Ⅳ 前回いただいた御意見と、市議会からの回答について 

 

  Ｑ 陳情者の意図が正しく伝わっていないと思われる時があるが、どのような対応をしているか。 

  Ａ 陳情審査時に陳述の場を設け、趣旨を確認しています。 

 

  Ｑ 自治基本条例における議会の果たす役割をどう考えているか。 

  Ａ 市の最高意思決定機関の役割を担っており、決定にあたっては市民の声をしっかりと受け止めるべ

きと考えています。 

 

  Ｑ 市長の反問権についてどう考えるか。 

  Ａ 質問の趣旨を明確にするため、議長又は委員長の許可を得て行うこととしています。 

 

  Ｑ 傍聴者も水分摂取ができるようにしてほしい。 

  Ａ 熱中症対策等の観点から、蓋付きの密閉容器による、体調管理のための水分補給は認めることとし

ました。 

 

  Ｑ インターネット中継について、録画のアップロードが遅い。即日公開をすべきではないか。また、

ユーチューブの利用は考えていないのか。 

  Ａ 生中継を行った当日中又は翌日中に、速報版を配信しています。 

 

  Ｑ 古い議事録をデータ化できないか。 

  Ａ データ化に向けて検討を進めています。 

 

  Ｑ 議会運営委員会と全員協議会のインターネット中継を実施しない理由は。 

  Ａ 議会運営委員会は、主に内部協議を扱い、緊急の開催の場合に周知等の課題が残るので、実施して

いません。全員協議会の中継の実施は、検討中です。 

 

  Ｑ 陳述の順番を、委員会当日の冒頭にしてほしい。 

  Ａ 委員会の判断で、順番を入れ替えることができるようにしました。 

 

  Ｑ 議案等への議員個人の賛否を公開してほしい。 

  Ａ 市議会ホームページで公開しています。また、市議会だよりでも公開予定です。 

 

  Ｑ 市民との意見交換の取組を、ハイブリッド形式で行ってほしい。 

  Ａ 今回もハイブリッドで行いました。 

 

  Ｑ 一問一答形式の導入推進について、どう考えるか。 

  Ａ 議会運営委員会での検討の結果、一般質問については、自席で行う再質問の回数を４回から６回へ

と見直しました。 

 

 Ⅴ その他 

  ① オンライン委員会の開催や、議長選挙時の所信表明について、現在検討中です。 

  ② 議会改革の先進事例を学ぶため、兵庫県西脇市議会、岐阜県可児市議会及び茨城県取手市議会への

視察を実施しました。 
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番号 発表順 内容 担当議員からのコメント

1
現役世代が使いやすいインフラとして、武蔵野プレイスのよ
うな夜間まで開いている施設が多い方がいい。

2
武蔵野市内の資源に偏在がある。図書館が市内に３館しかな
く、もう少し文化投資として資源を多くできないか。

3
災害について、貯水槽を30年ぶりに開けたとのことだが、組
み立てが複雑であるなどの問題があり、災害時に使用できな
いのではないか。

4
ごみのポイ捨てが目立つようになってきた。市民清掃などの
活動に参加する機会が増えるとよいのでは。

5

市議会議員は国政における政党を背負って出馬されている
が、武蔵野市にとっていい政策をやってもらいたい。実際に
市議会議員は国政政党の推している政策や理念を反映しなけ
ればならないのか。それとも柔軟に対応しているのか。

6
議場に車椅子用の傍聴席はあるが、手話通訳等を利用する際
は何週間か前に予約しなければならず、柔軟性に欠ける。

7 議会中継に字幕や手話通訳が備わっていない。

8

全員協議会室は不要では。傍聴席が少ないうえに狭い状況で
あり、一度傍聴に入ると退室しづらく、お子様連れの市民は
傍聴に行きづらい。本会議場で全員協議会を実施したほうが
よいのではないか。

9

市議会だよりに公募写真が掲載されているが、風景等の写真
が多い。市内で団体活動をされている方々の活動風景等の写
真を募集し掲載すれば、その団体経由で議会だよりを読む人
が増えるのではないか。

10 ユーチューブでの議会中継を行えば、字幕が見られる。

11
議会事務局のＸのアカウントを作成し、情報発信をしてはど
うか。

12
市議会全体で市民の困り事を聞く会があるとよいのではない
か。

13
ねずみの被害が増えている。ごみの出し方を各マンション等
に任せるのではなく、システム的に変えていく必要がある。

３　市民意見・質問とそれらに対するコメント

①

政党に所属している市議会議員
と所属していない市議会議員が
おり、それぞれ考え方は違うと
思う。ただ、なぜ市議会議員を
やっているかと問われれば、全
ての議員が市のためにやってい
ると必ず回答すると考える。

②

議会のバリアフリーについては
御意見のとおりであり、今後議
論していきたい。ユーチューブ
の活用については、議会内でも
意見が出ているが、活用に至る
までの検討が進んでいない状況
だ。全員協議会のインターネッ
ト中継についても議会内で議論
しているが、現状、実施には
至っていない。
本日の議論の全体を通して、率
直な御意見をいただけたと感じ
ている。議会内部で議論し切れ
ていないことについて、議論を
進めてもらいたいとのことだと
受け止めた。今後、議会運営委
員会でも議論を進め、良い方法
が出るようにしていきたい。
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番号 発表順 内容 担当議員からのコメント

14
本日の意見交換会がワークショップ形式だということは知ら
されていなかったので、事前に分かるとよい。

15
陳情審査の際、質疑を通して論点が少しずつずれていってし
まうことがある。陳情審査の最後に改めて陳情者からの意見
表明の時間がほしい。

16
議員と話せる機会が少ない。遠い存在のように感じてしまう
ため、もっと身近で相談しやすい環境があるといい。

17
平日は仕事等で議会を傍聴できない人もいるため、議会を土
日に開催するのはどうか。

18 市役所１階のモニターで議会中継を行ってはどうか。

19
中学校では政治に関する授業が少ないため、議会がどんなこ
とをしているのか知りたい。

20

市の情報が若者に届きにくい。例えばＨＰＶワクチンについ
て、もう少し早く知っていれば接種できたということがあっ
たと聞いたことがある。情報発信の形を見直す必要があり、
現代に合ったプラットフォームで発信してもらいたい。

21
武蔵野プレイスのユーススペースはとても便利だが、使用人
数が増えているせいか、年々スペースが足りなくなってい
る。もう少し勉強できる場所を増やしてほしい。

22
陳述を議案審査の前にするなど、陳情者に寄り添った対応を
してもらえないか。

23
市議会だよりに委員会での審査のプロセスを掲載してもらい
たい。

24
議員がＳＮＳをどういったスタンスで活用しているのか知り
たい。

25
議員の服装について、もっとフォーマルな格好にしてもらい
たい。

26
前回の意見交換会での意見がどのように反映されているのか
分からない。

27
本日の内容について、テーマを設定したほうが議論しやすい
のではないか。

28 女性議員や年齢が若い議員が多いとよい。

市議会だよりについて、情報発
信をどうやって分かりやすくす
るかということは課題である。
限られた紙面の中で情報は少な
すぎても多すぎてもいけないも
のだと考える。この課題につい
てはこれからも継続して議論し
ていきたい。特に実質的な議論
を行っている委員会での議論を
もっと知りたいという意見は、
議会広報委員会でも議論されて
きた。この点もさらに深めて議
論していきたい。来年は市議会
だよりのリニューアルが控えて
いるが、その後もＳＮＳや議会
ホームページをもっと見やすく
するという議論を行いたい。

③

土日議会の開催は、平日に議会
を傍聴できない方にとっては、
重要なテーマである。１階ロ
ビーでの議会の中継は、提案し
ていきたい。陳情の審査順や、
陳述の後に意見を言う機会を設
けることなども含め、議会運営
委員会で検討していきたい。

④
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番号 発表順 内容 担当議員からのコメント

29
市側から発信される情報が分かりづらい。市のホームページ
は必要な情報までたどり着けない。

30
本日の内容について、話を聞くだけなのか、ワークショップ
なのかが事前に分かれば、参加のハードルが下がると思う。

31
議員と市の職員が議会の外でも協力していることがあると思
うが、市民からは見えづらい。

32

三鷹駅北口のバス停近くにある私有地の喫煙所について、受
動喫煙等で大変な思いをしている市民もいる。私有地という
ことで改善しにくいが、このような問題をみんなで解決して
いくにはどうしたらよいか。

33

武蔵境駅南口の公衆トイレについて、パブリックコメント等
を経ずに建設され、使いづらくなっている。このような経験
や市民の意見を今後のまちづくりにどのように生かしていく
のか。

34
市議会だよりについて、内容が網羅的すぎてどこから読んで
いいのか分からない。

35
議会傍聴について、どのタイミングでどの議論を行っている
のかが分からず、聞きに行きたい内容があってもいつ傍聴に
行けばよいか分からない。

36
委員会室の傍聴席について、議員が座っている椅子にはテー
ブルがついているのに、傍聴席の椅子にはテーブルがなく、
資料を広げたりメモをとったりしづらい。

37
議会中継の録画公開について、1.25倍速で視聴できるように
してもらいたい。

38
市のホームページから市議会のホームページにたどり着きづ
らい。

⑥

情報発信に関する意見が多く、
市民の皆様の手元に、情報を届
けに行くようにしなければいけ
ないと感じた。傍聴席のテーブ
ルなど、すぐに対応できる可能
性のある点は、議会内で話し合
い、小さい改善を積み重ねてい
きたい。

皆さんから御意見をいただく際
には、テーマ設定等を工夫して
いきたい。また、情報の出し
方、広報と広聴が議会側にとっ
て課題であると改めて認識し
た。以上のような御指摘を真摯
に受け止めて、市民と議員の双
方が情報を共有したうえで議論
が重ねられるよう、議会運営委
員会で協議を進めていきたい。

⑤
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吉祥寺東町 0 緑町 0

吉祥寺南町 2 八幡町 0

御殿山 0 関前 4

吉祥寺本町 2 境 4

吉祥寺北町 3 境南町 2

中町 2 桜堤 1

西久保 1 合計 21

※市外との回答はなし。

問２　年代を伺います。

19歳以下 1
20歳代 1

30歳代 2

40歳代 3

50歳代 5

60歳代 8

70歳代 1

80歳以上 0

合計 21

4

6

0

2

6

1

5

1

25

無回答

合計

※その他の内容：ＳＮＳ、X、コ
ミセン

４　参加者アンケート結果

問１　お住まいの地区はどこですか。（地区名及び市外から選択）

問１

問２

問３　市民意見交換会をどこで知りましたか（複数回答可）。

市議会だより

市報

HP

ポスター・チラシ

議員から

知人から

その他

問３

吉祥寺東町・吉祥

寺南町・御殿山・

吉祥寺本町・吉祥

寺北町
34%

中町・西久保・緑

町・八幡町・関前
33%

境・境南町・桜堤
33%

問1 住所（N＝21）

19歳以下
5%

20歳代
5%

30歳代
9%

40歳代
14%

50歳代
24%

60歳代
38%

70歳代
5%

80歳以上
0%

問2 年代(N=21)

市議会だより
16%

市報
24%

HP
0%

ポスター・チラシ
8%

議員から
24%

知人から
4%

その他
20%

無回答
4%

問3 どこで知った(N=25)
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2

3

7

4

11

5

3

7

3

5
50

19

0
2

21

※１「参加したい」のコメント

・テーマが分かると良い。

※２「その他」のコメント

・どちらともいえない
・少し緊張しました。問題意識
を高めて課題をもって参加し
たいと思います。

平日午前

平日午後

平日夜間

土曜日午前

問５　今後、市民意見交換会が開催されたら、また参加したいと思いますか。

土曜日午後

土曜日夜間

日祝日午前

日祝日午後

日祝日夜間

問４　参加しやすい曜日、時間について伺います（複数回答可）。

特に希望なし
合計

問４

参加したくない
その他

合計

問５

参加したい

平日午前
4%

平日午後
6%

平日夜間
14%

土曜日午前
8%

土曜日午後
22%土曜日夜間

10%

日祝日午前
6%

日祝日午後
14%

日祝日夜間
6%

特に希望なし
10%

問4 参加しやすい日時(N=50)

参加したい
90%

参加したく

ない
0%

その他
10%

問5 また参加したいか(N=35)
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参加者アンケート 自由記述 

 

問６ 本日の運営について御意見がありましたら、記入してください。 

 

・会の内容が事前にわかると良いです。 

 

・テーブルディスカッションやるとは知らなくてあせりました。事前に情報は伝えてほしいと思いました。 

 

・最初は堅苦しい感じなのかと思って緊張して、なかなか意見を出せずにいましたが、皆でたくさんの意見

を出し合って、武蔵野市の現状などが分かり、楽しかったし勉強になりました！ 

 

・議会そのものについての意見交換なのか、市政全般についての要望までを含めた意見交換会なのかがよく

分からず、後者の意見も出したかったが出しづらく不完全燃焼だった。 

 

・議会事務局職員ではなく、議員ご本人が事務局や企画運営されているところがとても良かったです。 

 

・本日やることとテーマは明確にした上で告知された方がよいかと思います。 

 

・市政に関心をお持ちの方が多くいらっしゃるので驚がくしました。 

 

・１年に１回程度、このような会があるとよいと思います。また、広く市民の方が多く参加できるように知

らせてほしいです。 

 

・オンラインでの開催があったので参加することができました。若い議員さんとお話ができて大変面白かっ

たです。会場はまた別の空気感があったのかなとも思いますが、自分は意見をまとめるのが苦手なのでこれ

でよかったです。 

 中学生を始め若い参加の方が、しっかりとまとめて課題を投げかけられているのは頼もしく感じました。

議会を知る一歩になったと思います。ありがとうございました。 

 

・大変おつかれさまでした。特に問題ないと思いましたが、今日の話題にもありましたように、内容が事前

にわかっていると参加しやすいと思います。 

 

・ユーチューブ配信について、議論をしているということですが、何が障害になっているのか？ 

 ＳＮＳ発信、従来型の広報の工夫を！ 

 市ＨＰのアクセスは、非常に分りにくい。改善されていない。 

 

・オンラインの当日参加もできるとありがたい。 

 

・今年度は「市民と議会の意見交換会」が開催されてよかったです。ありがとうございます。 

 ただ、参加市民の側は“もっと知りたい！議会のこと”という雰囲気ではなかったのが残念でした。市議

会のみなさんが企図していたことと、参加する市民が求めていた（想定していた）ことに乖離があったのか

と思います。普段市議会を傍聴する習慣がない市民にとっては、“もっと知りたい！”以前に市議会を全然

知りません。知る機会がありません。国会は新聞・テレビ・ラジオ等のメディアが動向を取り上げ、時には

様々解説がなされるためなんとなく知っていますが、市議会は報じるメディアがほとんどないので知っても

らうのはかなり大変だと思います。年数回の「議会だより」だけではなく、市報の一部に市議会コーナーを

作ってもらって、毎号または隔号で少しずつ市議や議会の仕事を伝えてみてはいかがでしょうか。 

 このフォームのＱ６と７の回答方式はラジオボタンでない方がいいと思います。紙だと複数回答が可能な

のに、フォームだと複数回答できない状態なので。  
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参加者アンケート 自由記述 

 

武蔵野市議会への御意見・御感想 

 

・聞いていただいてありがとうございました。議員だよりが情報発信が不充分なのでページ数を増やして欲

しいです。ワークショップ形式については反対します。 

 

・メリハリのある市議会だよりの検討をお願いしたいです。来年４月の改訂を楽しみにしています。 

 

・私有地の樹齢の長い（大きい？）木々が、宅地開発の際に伐倒されるのは、緑を守る視点から考えると、

もったいない。東久留米市の学園町の緑を守っていくような取り組みが興味があります。武蔵野市にも展開

できないものか、と思いました。 

 

・法律上、同姓でなければ獲得できない権利を、別姓（事実婚のような状態）でも平等に得られるような制

度を設定すると、多様な人々が武蔵野市に住んでもらえるようになるのではないかと思います。 

 

・本日は開催いただきありがとうございました。本日の内容に関して来られなかった市民のために発信して

ほしい。形は紙面でも公式ホームページでもいいです。 

 

・市のＨＰは、検索するとＰＤＦダウンロードにつながる。ページには案内されない。 

 

・市の各執行機関に要望、指摘、交渉する機会は沢山あるかと思いますが、その際市の職員にはリスペクト

を持って接していただけたらと思います。市職員が気持ち良く働けるよう、議会・議員の側でも気配りいた

だけることが、結果的に市民のためになると思います。 

 

・市民の大半がこまっている問題について、また相談にのって下さい。 

 

・今日のイベントの内容について、わかりづらかった説明やワークショップがある、もしくは話すテーマな

どが決まっているともっと参加のハードルが下がると思う。 

 

・市議会での決議、検討の進捗状況、選挙の実施日や投票率などなど市のＨＰには色んな情報がのっている

が、どこにあるか分かりにくい。現代的なプラットフォームなどでの発信をしてほしい。 

 

・市議や市の職員の方がどのように、どこで働いてくださっているのか、もっと分かる機会があるといい。 

 

・市議の方はスーツではなくてもよいかも…もっとフランクに話せるイベントになると思います。 

 

・本日は大変有意義な意見交換会でした。また参加致します。 

 

・今回出た広報の仕方、傍聴への対応などもありますが、武蔵野市が着実なまちづくりをすすめるために、

市職員、市議会、市民が平らな関係で議論ができたらよいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

・様々な困り事が解決していくよう、１人１人が楽しく過ごせる武蔵野市になるよう、よろしくお願いいた

します。 
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・議場で、国旗の掲揚を。 

 陳述の順番は、委員会の冒頭に。 

 陳述は、一方通行ではなく、最後に陳述者の意見を聞いてから採決を。なぜならば、議論中に論点がずれ

ること、市からの答弁でも分からないの一言で片付けられたことも多々ありました。 

 

・市内の小中学生が議会を傍聴できる機会を作ってあげたら良いと思う。 

 

・全員協議会のネット中継の早期実現をよろしくお願いします。 

 録画動画への字幕等の情報保障もご検討ください。実現できる技術や方法はあるのに対応できていないと

なると、合理的配慮に欠ける状態ということになります。 

 今回参加した市民の中には「市議会議員に直接困りごとの訴えをできるチャンス」と思って参加されてい

る方もいらしたので、今後「市民の声を市議全員で聞く会」も企画してみてはいかがでしょうか。市議のみ

なさんが思っている以上に、直接連絡したり声をかけたりするのはハードルが高いと思っている市民は多い

です。また、すべての市議会議員に伝えたいと思っても26名全員に連絡するのは大変です。行政への訴えだ

けでは心細いのでできれば議会からも声をあげてほしい！そのために議員さんに知ってほしい！という市民

ニーズはあるはずです。「問題解決は必ずしも約束できないし、要望を必ずしも実現できるとは言えないが、

市民の声を聞きましょう！」という会があったら議会も市民もwin-winでよいのではないかと思いました。 
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５ 資料編 

 

 意見交換会のチラシ・ポスター及び当日配付した以下の資料について、「５ 資料編」として添付いたし

ます。 

 (1) チラシ・ポスター 

 (2) 次第 

 (3) 当日説明用パワーポイント資料 

 (4) アンケート用紙 
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